
　

二
一
世
紀
初
頭
の
国
際
社
会
の
現
状
と
未
来

は
、
中
国
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
ん
な
こ
と
は
常
識
だ
。
だ
が
肝
心
な
の

は
、
中
国
の
現
状
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向

か
っ
て
お
り
、
日
本
側
は
こ
れ
に
ど
う
対
応
す

れ
ば
、
か
つ
て
の
よ
う
な
重
大
な
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
で
済
む
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

中
国
と
関
わ
る
仕
事
を
す
る
日
本
人
な
ら
誰
し

も
こ
の
問
題
で
思
い
悩
む
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国

文
良
成
編
『
中
国
は
、
い
ま
』（
岩
波
新
書
、
二

〇
一
一
年
）
の
様
な
現
状
分
析
入
門
書
が
、
高

い
評
価
を
受
け
る
の
だ
ろ
う
。

　

事
情
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
ら
し
い
。
た

だ
、
日
本
と
の
違
い
は
、
先
進
資
本
主
義
国
と

は
ま
る
で
異
質
な
こ
の
大
国
を
理
解
す
る
に
当

た
っ
て
、
歴
史
的
観
点
か
ら
の
考
察
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り

前
だ
と
言
い
張
る
な
ら
、
前
掲
書
と
本
書
を
読

み
比
べ
て
欲
し
い
。
前
掲
新
書
に
寄
稿
し
て
い

る
我
が
国
の
中
国
専
門
家
は
、
文
化
大
革
命
以

降
の
中
国
し
か
考
察
対
象
に
し
て
い
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
、
本
書
に
寄
稿
し
た
英
語
圏
諸
国

の
専
門
家
は
、
古
代
中
国
史
を
も
考
察
対
象
に

入
れ
て
、
中
国
の
現
状
を
把
握
し
、
問
題
提
起

を
行
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

　

本
書
は
、
二
〇
〇
九
年
春
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

大
学
ミ
ラ
ー
公
共
問
題
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

小
規
模
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
歴
史
研

究
者
と
現
代
中
国
研
究
者
が
提
出
し
た
報
告
を

ま
と
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
内
容
は
、
序
論
に

続
い
て
五
つ
の
主
題
を
取
り
上
げ
、
当
該
分
野

の
第
一
人
者
と
さ
れ
る
歴
史
研
究
者
と
現
代
中

国
研
究
者
が
論
文
を
寄
せ
、
最
後
に
中
国
外
交

学
院
副
学
長
の
秦
亜
青
の
総
括
論
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
各
主
題
と
寄
稿
者
の
顔
ぶ
れ
、
そ

し
て
論
文
タ
イ
ト
ル
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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米
英
研
究
者
か
ら
の
問
い
に
答
え
ら
れ
な
い
中
国本

野 

英
一

B
rantly W

om
ack ed.

China’s Rise in H
istorical 

Perspective
 

Rowman & Littlefield 
Publishers, Inc., 2010

　

序
論
（Brantly W

om
ack

）

第
一
部　

中
国
と
世
界
秩
序
：
生
き
方（identity

）

を
め
ぐ
る
矛
盾

１
．
中
国
と
世
界
：
朝
貢
か
ら
条
約
、
人
民
民

族
主
義
へ
（Joseph W

. Esherick

）

２
．
中
国
の
台
頭
に
つ
い
て
（Low

ell D
ittm

er

）

第
二
部　

戦
略
の
試
み
と
安
全
保
障

３
．
歴
史
的
観
点
か
ら
見
た
中
国
の
戦
略
と
安

全
保
障
問
題
（Evelyn S. Raw

ski

）

４
．
冷
戦
後
時
代
の
中
国
の
戦
略
と
安
全
保
障

（M
ichael D

. Sw
aine

）

第
三
部　

中
国
の
経
済
的
経
路

５
．
世
界
的
視
野
か
ら
見
た
改
革
体
制
以
前
の

中
国
経
済
（D

w
ight H

. Perkins

）

６
．
改
革
時
代
の
中
国
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
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第
一
部
は
、
中
国
の
対
外
関
係
を
、
王
朝
時

代
の
中
華
帝
国
シ
ス
テ
ム
、
一
九
世
紀
後
半
以

来
の
条
約
港
シ
ス
テ
ム
を
経
て
中
華
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
立
脚
し
た
人
民
共
和
国
建
国
に
到
る

と
い
う
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
以
来
周
知
の
ア
メ
リ

カ
中
国
史
学
の
共
通
認
識
を
概
観
し
た
後
、
現

在
の
中
国
大
陸
政
治
が
、
ど
れ
ほ
ど
深
く
こ
の

一
世
紀
以
上
の
抑
圧
体
験
に
影
響
さ
れ
て
い
る

か
を
、
改
め
て
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
続
く

第
二
部
は
、
清
朝
以
前
の
中
国
王
朝
が
そ
の
死

命
を
賭
し
て
闘
っ
た
大
戦
争
の
舞
台
が
、
い
ず

れ
も
全
て
朝
鮮
半
島
、
華
北
で
あ
っ
た
こ
と
。

歴
代
王
朝
が
「
中
華
帝
国
」
を
世
界
の
中
心
と

位
置
づ
け
る
対
外
政
策
（「
以
夷
征
夷
」「
羈
縻
」

「
土
司
」
政
策
）
に
固
執
し
て
い
た
の
は
、
そ
れ

が
隣
接
す
る
諸
民
族
の
軍
事
的
脅
威
を
抑
止
す

る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
こ

と
。
対
す
る
周
辺
諸
民
族
（
こ
こ
に
は
当
然
我
が

国
も
含
ま
れ
る
）
の
側
で
は
、
中
華
王
朝
を
世

界
文
明
の
中
心
と
見
な
す
認
識
は
時
代
を
下
る

に
従
っ
て
雲
散
霧
消
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
単
な
る
基
本
知
識
の
お

さ
ら
い
に
す
ぎ
な
い
。

　

肝
心
な
の
は
、
現
在
の
中
国
共
産
党
が
こ
の

基
本
的
事
実
を
ど
こ
ま
で
認
識
し
て
い
る
の

か
、
そ
し
て
そ
の
延
長
線
上
に
中
米
関
係
を
位

置
づ
け
る
と
、
何
が
分
か
る
の
か
、
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
会
議
に
参
加
し
た
英
語
圏
諸
国
の

識
者
が
下
し
た
判
断
は
こ
う
で
あ
る
。
中
国
の

指
導
者
は
、
国
内
秩
序
の
維
持
と
安
定
、
国
境

周
辺
の
平
和
を
最
優
先
と
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
悪
化
を
望
ん
で
い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ア
メ
リ
カ
は
、
中
国
に
と
っ
て

欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
富
の
源
泉
だ
か
ら
。

そ
の
た
め
、
沿
海
地
域
に
富
が
集
中
し
た
地
域

が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
が
ア
メ
リ
カ
の
核
ミ
サ
イ

ル
の
標
的
と
な
り
、
国
内
貧
富
の
格
差
が
拡
大

し
、
共
産
党
の
権
威
と
統
制
力
が
衰
え
て
も
、

ア
メ
リ
カ
と
そ
の
同
盟
国
を
敵
に
回
す
こ
と
が

で
き
な
い
で
い
る
。
こ
こ
も
ま
た
日
本
の
中
国

研
究
者
周
知
の
事
実
ば
か
り
で
あ
る
。

　

私
た
ち
が
知
り
た
い
の
は
、
中
国
の
国
内
政

治
体
制
は
、
果
た
し
て
こ
の
ま
ま
安
泰
で
い
ら

れ
る
の
か
。
安
泰
で
な
い
な
ら
何
時
ま
で
持
つ

か
と
い
う
未
来
の
問
題
に
対
す
る
答
え
で
あ

る
。
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
の
が
、
社
会
経
済

史
研
究
者
と
、
こ
れ
と
対
に
な
っ
た
現
代
中
国

専
門
家
の
論
文
で
あ
る
。

ス
（Barry N

aughton

）

第
四
部　

中
国
の
環
境
問
題
と
資
源
問
題
の
相

互
作
用

７
．
帝
政
後
期
中
国
の
環
境
問
題
の
行
き
詰
ま

り
（M

ark Elvin
）

８
．
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
高
ま
り

（Erica S. D
ow

ns
）

第
五
部　

政
治
的
創
造
性
と
政
治
的
発
展

9
．
帝
政
後
期
中
国
の
政
治
的
創
造
性
（R. 

K
eith Schoppa

）

10
．
政
治
的
創
造
性
と
中
国
の
政
治
的
改
革
？

（Joseph Few
sm

ith

）

第
六
部　

総
括
的
展
望

11
．
生
き
方
を
め
ぐ
る
闘
争
：
中
国
台
頭
を
め

ぐ
る
政
治
的
心
理
学
（
秦
亜
青
）

　

大
学
で
中
国
史
を
専
攻
し
た
者
な
ら
一
目
で

わ
か
る
が
、
こ
こ
に
名
を
連
ね
た
歴
史
研
究
者

は
い
ず
れ
も
英
語
圏
で
斯
界
の
最
高
権
威
。

錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
構
成

は
見
て
の
通
り
、
最
初
の
四
編
が
政
治
史
に
、

続
く
四
編
が
社
会
経
済
史
、
そ
し
て
最
後
の
二

編
は
一
八
世
紀
と
現
代
の
士
大
夫
官
僚
養
成
制

度
の
比
較
考
察
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
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彼
等
の
答
え
は
ま
ず
、「
改
革
開
放
」
体
制

が
開
始
さ
れ
た
時
点
で
中
国
の
現
体
制
が
過
去

か
ら
受
け
継
い
だ
最
大
の
遺
産
と
は
何
で
あ
っ

た
の
か
と
い
う
ド
ワ
イ
ト
・
パ
ー
キ
ン
ス
の
問

題
提
起
か
ら
始
ま
る
。
パ
ー
キ
ン
ス
は
、
旧
中

国
が
残
し
た
最
大
の
遺
産
は
、
統
一
帝
国
を
維

持
す
る
の
に
不
可
欠
な
巨
大
官
僚
機
構
を
運
営

す
る
人
的
資
源
と
、
こ
れ
を
養
成
す
る
教
育
シ

ス
テ
ム
で
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
を
提
起
す
る
。

こ
の
膨
大
な
人
的
資
源
と
こ
れ
が
運
営
す
る
教

育
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
中
華
人
民

共
和
国
の
国
家
体
制
は
「
中
国
共
産
党
に
よ
る

『
解
放
』」
と
い
う
名
の
下
の
恐
怖
と
動
乱
の
時

代
を
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
。
対
と
な
っ

て
い
る
バ
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
論
文
は
、
現
在
の

中
華
人
民
共
和
国
が
、
こ
の
「
遺
産
」
を
蕩
尽

し
た
が
故
に
、
外
資
と
先
進
資
本
主
義
国
の
技

術
に
依
存
し
た
経
済
発
展
を
追
求
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
い
び
つ
な
経
済
発
展
は
決

し
て
長
続
き
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
一
人
っ
子

政
策
」
に
よ
っ
て
遠
く
な
い
将
来
、
労
働
力
資

源
が
枯
渇
す
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
し
、
古

代
以
来
の
利
潤
獲
得
最
優
先
の
乱
開
発
に
よ
っ

て
森
林
資
源
、
土
壌
は
荒
廃
し
、
水
資
源
も
枯

渇
寸
前
に
陥
り
、
そ
の
再
生
に
は
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
か
ら
だ
。
こ

れ
は
、
マ
ー
ク
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
が
直
截
的
に
示

し
て
い
る
。
加
え
て
、
エ
リ
カ
・
ダ
ウ
ン
ズ
は

現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
海
外
依
存
度
の
高

ま
り
を
論
証
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
中

国
が
恥
も
外
聞
も
な
く
膨
大
な
海
底
資
源
が
眠

る
太
平
洋
沿
海
域
の
領
有
権
を
主
張
し
、
あ
る

い
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
地
下
資
源
獲
得
に
躍
起

と
な
っ
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
る
。

　

パ
ー
キ
ン
ス
の
提
起
し
た
問
題
は
、キ
ー
ス
・

シ
ョ
ッ
パ
と
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ュ
ウ
ス
ミ
ス
が
別

な
角
度
か
ら
も
確
認
し
て
い
る
。
前
者
が
理
念

的
に
描
い
た
、
旧
中
国
最
盛
期
、
一
八
世
紀
の

国
家
を
支
え
て
い
た
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基

づ
く
国
家
統
治
体
制
は
、
現
在
の
共
産
党
体
制

で
は
最
早
期
待
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
儒
教

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
代
わ
っ
て
支
配
的
な
統
治
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
っ
た
筈
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ

ン
主
義
、
毛
沢
東
思
想
の
影
響
力
は
今
で
は
見

る
影
も
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

中
国
の
現
状
を
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
歴
史

的
に
検
討
し
て
み
る
と
、
大
き
な
不
安
定
要
因
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■
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
・
東
京
国
立
博
物
館
140

周
年 

特
別
展「
北
京
故
宮
博
物
院
2
0
0
選
」 

北
京
故
宮
博
物
院
の
貴
重
な
文
物
か
ら
、
選
り
す

ぐ
り
の
名
宝
二
百
件
を
出
品
。
第
一
部
で
は
宋
・
元

時
代
の
書
画
を
は
じ
め
、
宮
廷
絵
画
や
文
人
画
の

名
品
、
宋
三
家
、
元
代
文
人
の
書
を
一
挙
公
開
。

第
二
部
で
は
、乾
隆
帝
の
四
つ
の
肖
像
画
を
軸
に
、

清
朝
の
豊
か
な
世
界
観
を
読
み
解
く
。

▼
1
月
2
日
㈪
～
2
月
19
日
㈰
▼
東
京
国
立
博
物

館
平
成
館
特
別
展
示
室
（
J
R
上
野
駅
公
園
口
・
鶯

谷
駅
よ
り
徒
歩
10
分
）
▼
9
時
半
～
17
時
（
入
館
は

閉
館
の
30
分
前
ま
で
）
▼
月
曜
休
館
（
た
だ
し
1
月
2

日
、
9
日
は
開
館
、
10
日
は
休
館
）
▼
一
般
一
五
〇
〇

円
（
一
三
〇
〇
円
）
／
大
学
生
一
二
〇
〇
円
（
一
〇
〇

〇
円
）
／
高
校
生
九
〇
〇
円
（
七
〇
〇
円
）
／
中
学

生
以
下
無
料 

＊
（　

）
内
は
前
売
り

▼
主
催
：
東
京
国
立
博
物
館
・
故
宮
博
物
院
・
朝
日

新
聞
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

【
関
連
事
業
】
＊
要
申
込

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⑴
「
故
宮
博
物
院
の
歴
史
と
名

品
」（
仮
称
）
平
成
館
大
講
堂
／
1
月
7
日
㈯
10
時

～
16
時
半
▼
記
念
講
演
会
⑵
「
清
朝
の
礼
制
文
化
」

平
成
館
大
講
堂
／
1
月
8
日
㈰
13
時
半
～
15
時
▼

記
念
講
演
会
⑶
「
乾
隆
帝
の
書
画
鑑
賞
」
平
成
館
大

講
堂
／
1
月
28
日
㈯
13
時
半
～
15
時 

▼
お
問
合
せ
：
☎
03-

5
7
7
7-

8
6
0
0
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
▼
展
覧
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://

w
w

w
.kokyu200.jp/ 



を
抱
え
た
こ
の
国
が
、
こ
の
ま
ま
安
泰
で
い
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
っ
て
く
る
。

本
書
に
収
録
さ
れ
た
歴
史
研
究
者
の
論
文
内
容

は
、
日
本
の
東
洋
史
学
の
研
究
成
果
と
重
な
る

部
分
が
多
く
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
疑
問
点
の

深
刻
さ
は
、
日
本
人
の
中
国
史
研
究
者
な
ら
誰

し
も
首
肯
す
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
真
摯
な
問
題
提
起
に

対
し
て
、
当
の
中
国
側
は
ど
う
答
え
て
い
る
の

か
。
本
書
末
尾
に
収
録
さ
れ
た
秦
亜
青
の
持
論

は
、次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
彼
の
論
点
は
、

現
在
の
「
改
革
開
放
」
体
制
賛
美
に
終
始
し
て

い
る
。
彼
は
「
改
革
開
放
」
体
制
を
、
イ
ギ
リ

ス
と
の
二
度
の
戦
争
で
粉
砕
さ
れ
た
、
朝
貢
体

制
に
代
わ
る
新
た
な
生
き
方
で
あ
る
と
定
義
す

る
。
そ
し
て
、
一
八
四
〇
年
以
降
の
中
国
史
と

は
、
こ
の
新
し
い
生
き
方
に
た
ど
り
着
く
ま
で

の
試
行
錯
誤
過
程
と
見
な
し
、
次
の
よ
う
な
時

期
区
分
に
基
づ
い
て
そ
の
試
行
錯
誤
を
跡
づ
け

る
。
第
一
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
始
ま
る
洋
務

運
動
。
第
二
は
、
一
八
九
八
年
の
改
革
運
動
。

第
三
は
辛
亥
革
命
。そ
し
て
そ
の
延
長
線
上
に
、

第
四
の
時
期
と
し
て
、
一
九
七
九
年
ま
で
の
中

華
人
民
共
和
国
を
位
置
づ
け
る
。
そ
の
上
で
、

中
国
は
「
強
大
で
繁
栄
し
、
公
平
で
責
任
あ
る

国
家
」（
本
書
二
六
二
頁
）
を
め
ざ
し
て
お
り
、

そ
の
証
拠
に
既
存
の
国
際
体
制
、
組
織
を
受
け

容
れ
、
自
国
を
そ
の
中
に
編
入
し
て
い
る
と
、

主
張
す
る
。

　

そ
れ
な
ら
な
ぜ
中
国
共
産
党
は
、
国
際
社
会

の
共
通
認
識
で
あ
る
「
個
人
主
義
、
基
本
的
人

権
、
民
主
主
義
」
に
頑
な
に
背
を
向
け
、
尖
閣

列
島
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
領
域
で
一
方
的
な
境

界
線
設
定
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
な
ど
と
い
っ

た
野
暮
な
反
論
を
今
は
す
る
ま
い
。

　

私
が
驚
い
た
の
は
、
彼
の
歴
史
認
識
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
清
朝
時
代
の
海
関
の
お
雇
い
外

国
人
だ
っ
た
、
Ｈ
・
Ｂ
・
モ
ー
ス
の
大
著
、『
中

華
帝
国
国
際
関
係
史
』
の
構
想
に
、
人
民
共
和

国
初
期
の
歴
史
を
付
け
加
え
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
こ
に
は
、
辛
亥
革
命
か
ら
日
中
戦
争
、
内
戦

に
到
る
時
期
に
つ
い
て
の
説
明
は
一
切
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
は
毛
沢
東
時
代
の
中
華
人

民
共
和
国
の
歴
史
で
さ
え
、「
対
外
開
放
」
体

制
に
比
べ
れ
ば
失
敗
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

そ
の
理
由
は
、
秦
亜
青
が
自
分
の
論
文
の
中

で
パ
ー
キ
ン
ス
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
、
シ
ョ
ッ
パ
、

フ
ュ
ウ
ス
ミ
ス
の
提
起
し
た
問
題
に
固
く
口
を

閉
ざ
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
れ
ば
明
ら

か
に
な
る
。
秦
亜
青
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ソ
タ

大
学
で
政
治
学
の
修
士
号
、
博
士
号
を
取
得
し

た
研
究
者
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
人
物
が
、
斯

界
の
権
威
が
提
起
し
た
問
題
を
理
解
で
き
な

か
っ
た
筈
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
彼
は
、
答

え
た
く
て
も
立
場
上
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
が
、
本
書
後
半
で
提
起

さ
れ
た
問
題
が
極
め
て
深
刻
な
も
の
で
あ
り
、

現
体
制
は
こ
れ
を
処
理
し
き
れ
ず
、「
改
革
開
放
」

賛
美
で
内
外
の
目
を
欺
く
し
か
な
い
と
認
め
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
す
れ
ば
、
現
在
の

中
華
人
民
共
和
国
は
決
し
て「
安
泰
」で
な
く
、

将
来
に
お
い
て
も
「
強
大
で
繁
栄
し
、
公
平
で

責
任
あ
る
国
家
」
に
な
れ
そ
う
も
な
い
。
こ
れ

が
、
本
書
を
読
ん
だ
私
の
結
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
も
と
の
・
え
い
い
ち　

早
稲
田
大
学
）
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